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【
講
演
記
録
】

三
島
中
洲
に
お
け
る
漢
洋
折
衷
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚

─
松
陰
・
安
繹
・
栄
一
と
の
比
較
─

陶　
　

徳
民

こ
の
度
、
町
泉
寿
郎
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
ご
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
島
中
洲
（
一
八
三
一
─
一
九
一
九
）
に
つ
い
て
は
、
前
か
ら
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
戸
川
芳
郎
先
生
と
故
中
村
義
先
生
な
ど
の
先
行

研
究
『
三
島
中
洲
の
学
芸
と
そ
の
生
涯
』（
雄
山
閣
出
版
）
や
関
連
文
献
に
触
発
さ
れ
て
、
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
幕
末
の

大
儒
塩
谷
宕
陰
の
門
人
で
、
重
野
安
繹
、
久
米
邦
武
と
共
に
明
治
期
の
実
証
主
義
史
学
に
大
き
く
貢
献
し
た
星
野
恒
と
い
う
東
大
教
授
が
い
ま
し

た
。
一
九
〇
〇
年
、
彼
は
中
洲
の
古
希
を
祝
賀
す
る
た
め
に
書
い
た
「
中
洲
三
島
君
七
十
壽
序
」
の
中
で
、
中
洲
は
た
だ
単
に
漢
学
や
作
詩
作
文

に
長
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
・
財
政
・
法
律
な
ど
に
も
詳
し
い
類
ま
れ
な
学
者
だ
と
称
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
洲
の
よ
う
に
漢
学
者
も

洋
学
を
、
ま
た
洋
学
者
も
漢
学
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
漢
洋
竝
進
」（
漢
学
・
洋
学
並
ん
で
進
む
）
を
図
る
べ
し
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

本
報
告
の
テ
ー
マ
中
の
「
漢
洋
折
衷
」
は
、
こ
の
星
野
の
主
張
の
趣
意
を
違
う
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で
す
が
、
妥
当
か
ど
う
か
い
さ
さ
か
不

安
も
あ
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
町
先
生
に
聞
い
て
み
た
ら
、
明
治
時
代
以
前
の
文
献
の
中
に
「
漢
蘭
折
衷
」、
つ
ま
り
漢
学
と
蘭
学
の
折
衷
と
い
う

用
例
が
す
で
に
あ
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
安
心
し
ま
し
た
。

今
日
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
し
た
こ
と
の
あ
る
三
人
の
人
物
、
す
な
わ
ち
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
─
一
八
五
九
）・
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
─
一

九
一
〇
）・
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
─
一
九
三
一
）
と
い
う
三
者
と
の
比
較
を
通
じ
て
中
洲
の
学
問
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
言
い
ま
す
と
、
外
来
文
明
の
摂
取
は
、
た
い
て
い
器
物
・
制
度
・
思
想
と
い
う
三
段
階
の
受
容
過
程
を
辿
り
ま
す
。
最
初
は
「
器
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物
」、
と
く
に
艦
船
や
銃
砲
と
い
っ
た
優
れ
物
に
凝
縮
し
て
い
る
「
技
術
」
を
習
い
ま
す
。
第
二
段
階
は
「
制
度
」、
す
な
わ
ち
仕
組
み
・
き
ま
り

と
そ
の
背
景
と
し
て
の
「
学
術
」
を
学
び
ま
す
。
た
と
え
ば
、
新
し
い
法
制
度
を
形
成
さ
せ
る
た
め
に
は
当
然
、
法
学
の
知
識
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
第
三
段
階
は
「
思
想
」、
つ
ま
り
理
念
や
考
え
方
で
す
が
、
私
は
こ
こ
で
「
心
術
」
と
い
う
心
の
持
ち
方
を
表
現
す
る
言
葉
を
使
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
倫
理
学
で
い
う
「
心
術
」
は
、「
行
為
が
発
し
た
り
動
機
が
生
じ
た
り
す
る
も
と
と
な
る
意
志
の
持
続
的
な
性
向
」
と
い
う
も

の
で
す
。

中
洲
の
一
生
も
あ
る
意
味
で
こ
の
三
段
階
を
経
験
し
ま
し
た
。
今
日
の
報
告
は
、
中
洲
の
経
験
し
た
三
段
階
に
つ
い
て
、
同
時
代
人
の
松
陰
、

安
繹
、
栄
一
を
順
次
取
り
上
げ
て
お
話
し
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
）「
黒
船
」
探
索
に
現
れ
た
実
学
精
神
─
吉
田
松
陰
と
の
比
較
─

ペ
リ
ー
来
航
が
幕
末
の
日
本
に
も
た
ら
し
た
衝
撃
は
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
当
時

の
松
陰
と
中
洲
の
観
測
記
録
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
一
回
目
の
来
航
は
一
八
五
三
年
で
あ
り
、
同

年
七
月
十
一
日
（
旧
暦
六
月
六
日
）、
浦
賀
に
駆
け
つ
け
た
松
陰
は
、
師
の
佐
久
間
象
山
が
現
地

で
雇
っ
た
飛
脚
便
に
頼
ん
で
、
江
戸
に
い
る
長
州
藩
の
砲
術
家
道
家
龍
助
に
一
書
を
寄
せ
、
次
の

よ
う
に
黒
船
の
様
子
を
報
じ
ま
し
た
。「
今
朝
高
処
に
登
り
、
賊
船
の
様
子
を
相
窺
ひ
候
処
、
四

艘
（
二
艘
は
蒸
気
船
、
砲
二
十
門
余
、
船
長
四
十
間
許
り
、
二
艘
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
、
砲
二
十
六

門
、
長
さ
二
十
四
五
間
許
り
）、
陸
を
離
る
る
こ
と
十
町
以
内
の
処
に
繋
泊
し
、
船
の
間
相
距
る

こ
と
五
町
程
な
り
。（
中
略
）
然
る
に
此
の
方
の
台
場
筒
数
も
甚
だ
寡
く
、
徒
ら
に
切
歯
の
み
。

（
中
略
）
孰
れ
交
兵
に
及
ぶ
べ
き
か
。
併
し
船
も
砲
も
敵
せ
ず
、
勝
算
甚
だ
少
な
く
候
」
と
。

ペリーの旗艦ポーハタン号の航海日誌における松陰の乗船記
録（1854 年４月 25日）アメリカ国立公文書館所蔵
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ペ
リ
ー
の
二
回
目
の
来
航
は
一
八
五
四
年
で
あ
り
ま
し
た
。
同
年
三
月
一
日
（
旧
暦
二
月
三
日
）
の
早
朝
、
保
土
ヶ
谷
の
宿
か
ら
出
発
し
た
中

洲
は
、
神
奈
川
沖
に
駆
け
つ
け
た
。「
茶
屋
に
上
り
、
望
遠
鏡
を
出
し
て
望
む
と
、
七
艘
が
艪
を
北
に
向
け
、
軸
を
南
に
し
て
列
に
な
っ
て
碇
泊

し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
三
隻
は
大
輪
大
軍
艦
で
、
一
隻
は
大
軍
艦
で
あ
り
、
三
隻
は
将
軍
艦
で
、
大
き
い
も
の
は
四
十
尋
前
後
で
あ
り
、
小
さ

な
も
の
で
も
二
十
尋
を
下
ら
ず
、
横
は
長
さ
の
五
分
の
一
で
あ
り
、
水
か
ら
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
二
、
三
尋
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
水
中
に
あ

る
の
は
幾
尋
か
わ
か
ら
ぬ
。
檣
は
四
本
で
、
高
さ
は
六
、
七
尋
あ
り
、
立
っ
て
い
る
の
が
三
本
あ
り
、
高
さ
二
、
三
尋
で
あ
る
。
ま
た
艪
頭
に
傾

い
て
い
る
一
本
あ
り
、
帆
づ
な
が
こ
れ
に
纏
っ
て
お
り
、
縦
横
蛛
網
で
あ
る
。
両
側
に
は
砲
眼
が
点
々
と
星
の
よ
う
に
あ
り
、
数
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
船
板
は
み
な
黒
く
塗
っ
て
あ
り
、
あ
る
い
は
左
右
に
一
条
の
白
、
ま
た
は
朱
線
が
引
い
て
あ
る
」
と
記
録
し
ま
し
た
。
の
ち
に
こ
の
日
の

日
記
を
含
む
『
探
辺
日
録
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
記
録
か
ら
、
松
陰
も
松
陰
よ
り
一
歳
年
下
の
中
洲
も
す
ぐ
れ
た
探
索
者
で
あ
り
、
黒
船
の
形
状
や
サ
イ
ズ
を
、
で
き
る
だ
け
精
確

に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
松
陰
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
そ
ら
く
中
洲
と
同
じ
よ
う
に
、
目
盛
り
の
つ
い
て

い
る
望
遠
鏡
を
使
っ
て
観
測
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
両
者
と
も
に
入
念
に
黒
船
の
寸
法
を
こ
の
目
で
実
測
し
て
い
た
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
当
時
の
日
本
と
欧
米
は
、
ま
っ
た
く
違
う
物
差
し
を
使
い
、
別
箇
の
度
量
衡
制
を
取
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
実
は
三
か
月
前
に
、
ア
メ
リ
カ
諸
大
学
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
・
ツ
ア
の
つ
い
で
に
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
図
書
館
の
グ
リ
フ
ィ
ス
文
庫
を
訪
ね
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
阪
大
留
学
時
代
以
来
の
恩
師
の
一
人
で
今
年
九
四
歳
の
梅
渓
昇
先
生
の
お
勧
め
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
同
文
庫
の
貴
重
さ
を
実
感

で
き
ま
し
た
。1 

１　

梅
渓
先
生
は
『
お
雇
い
外
国
人
─
明
治
日
本
の
脇
役
た
ち
』（
日
経
新
書
、
一
九
六
五
年
）
を
は
じ
め
著
書
を
多
数
出
版
し
た
。
そ
の
最
新
作
の
『
お
雇
い
外
国

人
調
査
記
録
─
グ
リ
フ
ィ
ス
・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
』（
青
史
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
一
九
〇
一
年
グ
リ
フ
ィ
ス
が
一
八
五
八
年
─
一
九
〇
〇
年
の
間
に

日
本
で
働
い
て
い
た
お
雇
い
外
国
人
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（
一
八
四
三
─
一
九
二
八
）
は
、
最
初
は
福
井
県
、
の
ち
に
東
大
前
身
の
大
学
南
校
に
務
め
た
お

雇
い
教
師
で
、
そ
の
蔵
書
の
一
冊
と
し
て
開
成
学
校
が
出
版
し
た
『
日
本
・
英
・
仏　

度
量
比
較
表
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
日
本
の
尺
・
間
・

町
・
里
と
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ー
ト
ル
、
英
米
の
ヤ
ー
ド
な
ど
と
の
換
算
数
値
表
が
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
お
雇
い
外
国
人
教
師
を
励

ま
す
明
治
天
皇
の
詔
書
や
、
大
臣
が
署
名
し
た
お
雇
い
と
の
契
約
書
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
物
を
見
た
こ
と
で
、
幕
末
明
治
初
期
の

人
々
が
西
洋
文
明
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
苦
心
惨
憺
し
て
い
た
か
よ
く
分
か
り
ま
す
。

度
量
衡
制
だ
け
で
な
く
、
時
間
の
制
度
も
完
全
に
違
っ
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
松
陰
は
下
田
密
航
の
時
、
米
艦
側
の
人
々
と
時
間
の
認
識

も
異
な
っ
て
い
て
約
束
が
取
れ
な
い
た
め
、
自
分
が
火
を
燃
や
す
か
ら
、
そ
れ
を
見
た
ら
す
ぐ
に
迎
え

に
来
て
く
れ
、
と
い
う
依
頼
文
書
ま
で
書
い
た
。
結
局
、
仕
方
が
な
く
、
弁
天
島
付
近
の
伝
馬
船
を
無

断
借
用
し
て
黒
船
に
向
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
『
回
顧
録
』
に
、
ペ
リ
ー
の
旗
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
艦

上
で
尋
問
を
受
け
た
時
は
、「
七
ツ
時
」
だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
西
洋
の
時
間
で
い
っ
た
い

何
時
何
分
に
当
た
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
九
年
春
、
ア
メ
リ
カ
諸
大
学
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
・
ツ
ア
の
つ
い
で
に
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ

る
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
を
訪
ね
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
航
海
日
誌
に
「
二
人
の

日
本
人
」
の
艦
上
滞
在
時
間
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
、
午
前
二
時
四
五
分
に
上
船
、
四
五
分
後
に
降
ろ
さ

れ
た
と
い
う
始
末
で
す
。
こ
の
史
料
発
見
は
、
密
航
日
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
一
五
〇
年
後
の
同
日
に

あ
た
る
二
〇
〇
九
年
四
月
二
五
日
の
『
毎
日
新
聞
』
に
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花

燃
ゆ
」
が
一
月
四
日
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
前
日
の
深
夜
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
世
界

へ
Ｇ
Ｏ　

ま
る
わ
か
り
幕
末
長
州
」
と
い
う
導
入
番
組
が
放
送
さ
れ
、
そ
の
中
に
こ
の
発
見
も
取
材
者

の
現
地
調
査
の
形
で
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

お雇い外国人教師を励ます明治天皇の詔書（1872）ラトガース大学
グリフィス文庫所蔵
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町
先
生
が
編
纂
し
た
三
冊
の
図
録
『
三
島
中
洲
と
近
代
』
に
、
中
洲
の
対
外
認
識
を
反
映
す
る
い
く
つ
か
の
筆
記
や
論
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
中
洲
は
松
陰
の
よ
う
に
箕
作
省
吾
著
の
世
界
地
理
書
『
坤
輿
図
識
』（
一
八
四
七
年
刊
）
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
二
十
歳
前
後

の
松
山
修
学
時
代
に
書
中
の
人
物
略
伝
を
抜
粋
抄
出
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
先
に
触
れ
た
一
八
五
四
年
春
の
黒
船
探
索
で
横
浜
周
辺
に
お
い
て
下

田
密
航
前
の
松
陰
と
相
識
し
て
い
る
こ
と
、
一
八
六
〇
年
昌
平
坂
学
問
所
再
遊
の
時
に
、
商
売
従
事
の
邦
人
が
官
有
物
の
新
造
「
巨
艦
」
を
賃
貸

し
て
航
海
貿
易
を
展
開
す
べ
し
と
主
張
す
る
「
交
易
策
」
を
同
学
問
所
の
教
授
中
村
敬
宇
に
訂
正
を
求
め
た
こ
と
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
開
国

進
取
の
思
想
を
も
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
藩
校
有
終
館
の
学
頭
を
務
め
た
時
に

「
孔
孟
ノ
道
義
ニ
本
ツ
キ
、
西
洋
ノ
学
術
ヲ
兼
採
ス
」
と
い
う
学
制
改
革
の
方
針

を
掲
げ
、
ま
た
明
治
維
新
直
前
の
一
八
六
七
年
に
藩
の
洋
学
総
裁
を
任
命
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
。

（
二
）
漢
学
を
素
地
と
し
た
洋
学
受
容
─
重
野
安
繹
と
の
比
較

中
洲
が
松
山
藩
の
洋
学
総
裁
に
任
命
さ
れ
た
一
八
六
七
年
に
、
今
日
取
り
上
げ

る
三
人
の
比
較
対
象
人
物
は
、
安
政
の
大
獄
で
亡
く
な
っ
た
松
陰
を
除
い
て
、
み

な
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
中
洲
よ
り
三
歳
年
上
の
重
野
安
繹
は
『
万
国
公
法
』

の
和
訳
に
着
手
し
、
明
治
三
年
薩
摩
藩
の
資
金
で
出
版
し
ま
し
た
。
薩
英
戦
争
後

の
平
和
交
渉
に
参
加
し
た
こ
と
で
西
洋
の
国
際
法
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
痛
感
し

た
か
ら
で
し
ょ
う
。
一
方
、
渋
沢
栄
一
は
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
の
弟
昭
武
を
団

長
と
す
る
パ
リ
万
博
派
遣
使
節
団
の
会
計
係
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ン
の
銀
行
や

東京大学古典講習科漢書課前期の卒業記念写真（1887 年７月９日）
前列の右より２人目は重野、６人目は三島、二列目の２人目は中村。
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会
社
な
ど
近
代
の
経
済
機
構
を
見
習
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
パ
リ
万
博
に
は
幕
府
だ
け
で
な
く
、
薩
摩
藩
も
代
表
団
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
団
の
名
義
を
め
ぐ
る
交
渉
の
結
果
、
幕
府
が
派
遣
し
た
の
は
大
君
政
府
の
代
表
団
、
薩
摩
藩
が
派
遣
し
た
の
は
薩
摩
太
守
の
代
表
団
と
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
触
れ
た
中
村
敬
宇
は
一
八
六
七
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
一
三
人
の
少
年
留
学
生
を
引
率
・
監
督
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
阪

大
留
学
中
の
こ
と
だ
っ
た
と
覚
え
て
い
ま
す
が
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
敬
宇
は
、
朝
四
時
に
起
き
て
四
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
言
及
し
た
あ
る

研
究
書
に
接
し
た
時
、
私
は
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
西
洋
の
中
心
部
と
も
い
え
る
ロ
ン
ド
ン
に
い
た
幕
末
の
日
本
人
が
論
語
・
孟
子
・
大

学
・
中
庸
な
ど
中
国
儒
教
の
古
典
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
光
景
は
、
私
に
と
っ
て
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
面
白
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス

で
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、
帰
国
後
の
敬
宇
は
明
治
初
期
に
お
い
て
、
天
皇
が
率
先
し
て
受
洗
さ
れ
た
方
が
望
ま
し
い
、
な
ぜ
な
ら

ば
、
西
洋
文
明
の
物
質
面
の
み
を
受
容
し
精
神
面
の
受
容
が
な
け
れ
ば
、
人
は
目
の
回
ら
な
い
人
形
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
と
説
い
た
匿
名
文
章

を
新
聞
に
寄
稿
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
私
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
の
同
じ
敬
宇
は
、
漢
学
が
洋
学
受
容
の
不
可
欠
な

基
礎
教
養
だ
と
、
自
ら
の
経
験
や
少
年
留
学
生
の
成
長
経
歴
な
ど
を
事
例
に
「
漢
学
不
可
廃
論
」
を
強
調
し
た
の
で
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
中
国
の
古
典
に
極
め
て
豊
富
な
語
彙
が
有
る
の
で
、
難
し
い
西
洋
の
タ
ー
ム
や
概
念
を
翻
訳
す
る
の
に
便
利
だ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

の
ち
に
敬
宇
は
、
中
洲
と
安
繹
と
と
も
に
、
漢
学
の
衰
退
を
食
い
止
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
東
京
大
学
古
典
講
習
科
漢
書
課
の
教
授
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
中
洲
は
明
治
政
府
か
ら
司
法
省
七
等
出
仕
の
徴
命
を
受
け
、
新
治
地
方
や
東
京
の
裁
判
官
や
大
審
院
の
判
事
な
ど
を
務

め
、
お
雇
い
外
国
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
な
ど
の
講
義
を
受
け
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
聴
講
ノ
ー
ト
に
、
人
権
・
物
権
・
動
産
・
不

動
産
・
所
有
権
・
物
件
所
在
地
・
裁
判
所
・
契
約
な
ど
、
今
で
も
生
き
て
い
る
日
本
的
に
新
造
・
改
造
さ
れ
た
漢
語
が
並
ん
で
い
ま
す
。
中
国
で

は
、
こ
れ
ら
の
民
法
概
念
が
一
九
〇
八
年
の
『
大
清
民
律
草
案
』
や
一
九
二
九
年
の
『
中
華
民
国
民
法
』
に
日
本
経
由
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で

す
が
、
一
九
四
九
年
革
命
後
の
中
華
人
民
共
和
国
で
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
法
権
」
観
念
と
批
判
さ
れ
、
排
除
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
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ギ
ー
で
は
、
私
有
財
産
は
「
万
悪
の
根
源
」
で
、
宗
教
は
「
人
民
を
毒
害
す
る
阿
片
」
だ
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
一
九
七
九
年
に
始
ま
っ
た

改
革
開
放
の
後
、
一
九
九
九
年
に
な
っ
て
「
契
約
法
」（
中
国
語
で
は
「
合
同
法
」）
が
よ
う
や
く
で
き
、
二
〇
〇
七
年
に
な
っ
て
「
物
権
法
」
が

か
ろ
う
じ
て
成
立
し
ま
し
た
。
後
者
は
、
も
し
『
大
清
民
律
草
案
』
が
で
き
た
一
九
〇
八
年
か
ら
数
え
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
百
年
か
か
っ
て
の
復
活

と
な
り
ま
す
。

中
洲
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
導
入
に
一
役
を
買
っ
た
の
に
対
し
、
安
繹
は
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ケ
史
学
の
導
入
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
東
大
史
学
科
教
授
の
安
繹
は
同
じ
学
科
の
お
雇
い
外
国
人
教
師
で
ラ
ン
ケ
の
お
弟
子
で
あ
る
リ
ー
ス
の
助
言
を
聞
き
入
れ
て
、
史
学
会
を

創
設
す
る
と
同
時
に
会
誌
の
『
史
学
雑
誌
』
を
発
行
し
、
実
証
主
義
史
学
を
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
相
当
有
名
な
話
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
し

か
し
、
そ
の
英
仏
法
学
導
入
に
関
す
る
建
白
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
今
年
三
月
に
、『
重
野
安
繹
に
お
け
る
外
交
・

漢
文
・
国
史
─
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
西
村
天
囚
旧
蔵
写
本
三
種
』
を
出
し
た
の
で
す
が
、
写
本
の
第
一
種
は
『
横
濱
應
接
記
』
と
い
う
、
生
麦

事
件
に
起
因
す
る
薩
英
戦
争
の
終
結
後
に
行
わ
れ
た
和
平
交
渉
の
実
録
で
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
時
に
得
た
教
訓
で
し
ょ
う
が
、
安
繹
は
『
和
訳
万

国
公
法
』
を
出
版
し
た
の
ち
、「
文
部
中
業
生
英
仏
に
派
遣
し
法
律
を
修
め
し
む
る
べ
き
旨
意
見
書
」
を
起
草
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
律
ノ
学
ハ
深
奥
高
尚
所
ナ
ノ
デ
能
尽
ス
所
ニ
非
ズ
、
請
フ
速
ニ
文
部
中
業
生
専
門
科
入
ル
可
キ
者
十
許
名
ヲ
選
ミ
、
英
仏
等
ノ
国
ニ
赴
キ
有
名

ナ
法
師
ニ
多
年
従
学
シ
、
必
ズ
免
許
状
ヲ
得
ル
ヲ
期
シ
、
帰
朝
ノ
後
立
法
行
政
ノ
官
員
ニ
補
セ
ラ
レ
ハ
、
国
律
一
定
動
ズ
、
万
国
交
道
其
宜
ヲ

得
、
大
小
並
立
ノ
実
効
相
顕
可
申
奉
存
候
事
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
安
繹
は
漢
学
と
洋
学
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
と
っ
て
い
ま
す
。
一
八
七
九
年
に
東
京
学
士
会
院
（
帝
国
学
士
院
の
前
身
、
戦
後
は
日
本

学
士
院
と
改
称
）
で
「
漢
学
宜
し
く
正
則
一
科
を
設
け
少
年
秀
才
を
選
み
清
国
に
留
学
せ
し
む
べ
き
論
説
」
を
発
表
し
、
そ
れ
ま
で
の
漢
学
と
は

異
な
る
、
口
頭
で
中
国
の
読
書
人
や
外
交
官
と
交
流
・
論
弁
す
る
こ
と
も
出
来
る
人
材
を
育
成
し
新
し
い
漢
学
を
樹
立
し
て
欲
し
い
と
訴
え
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
公
文
書
の
解
読
を
重
視
し
た
実
証
的
ラ
ン
ケ
史
学
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
は
五
十
年
前
の
西
洋
に
始
ま
っ
た
新
し
い
学
問

の
伝
統
で
あ
り
、
そ
れ
に
類
似
し
た
日
本
の
考
証
学
は
百
年
前
に
、
中
国
の
考
証
学
は
二
百
年
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
の
だ
、
と
指
摘
し
て
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卒寿を迎える渋沢栄一が書いた七絶詩（1929 年）
渋沢史料館提供

い
ま
す
。
し
か
も
、
世
界
中
の
学
問
が
遂
に
「
帰
納
法
」
の
一
徹
に
帰
し
た
の
は
、「
空
論
憶
測
で
は
人
が
承
知
も
せ
ず
、
又
そ
れ
で
は
実
用
に

も
遠
く
な
る
か
ら
、
事
々
物
々
、
悉
く
証
拠
を
取
っ
て
考
え
合
は
す
れ
ば
、
縦
令
間
違
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
直
に
分
か
る
」
と
大
所
高
所
か
ら

近
世
世
界
の
学
問
趨
勢
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
安
繹
と
敬
宇
の
見
解
は
、
二
松
学
舎
を
樹
立
す
る
際
の
中
洲
の
趣
旨
と
よ
く
通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
八
七
八
年
、
中
洲

が
東
京
府
庁
に
「
私
立
漢
学
設
立
願
」
を
提
出
し
、「
方
今
洋
学
盛
行
す
と
雖
も
、
漢
文
以
て
其
意
を
達
す
る
に
非
れ
ば
、
経
国
の
用
に
供
す
る

能
わ
ず
、
而
し
て
漢
文
に
法
あ
り
、
之
を
講
習
す
る
に
非
ざ
れ
ば
又
其
意
を
達
す
る
能
わ
ず
、
是
弊
舎
の
設
立
す
る
所
以
な
り
」
と
訴
え
て
い
た

の
で
す
。
し
か
も
、
作
成
さ
れ
た
漢
詩
に
「
千
秋
不
易
是
彛
倫　

文
物
典
章
追
世
新　

吾
要
公
平
折
衷
学　

斟
古
酌
古
適
経
綸
」
と
い
う
一
首
が

あ
り
、
漢
学
・
洋
学
を
折
衷
し
よ
う
と
し
た
そ
の
立
場
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
義
利
合
一
を
趣
旨
と
し
た
人
生
哲
学
─
渋
沢
栄
一
と
の
比
較
─

中
洲
は
十
歳
年
下
の
渋
沢
栄
一
と
も
多
く
の
接
点
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
一
八
八
〇
年
代
前
半
、
二
人
は
東
京
大
学
で
の
同
僚
関
係
を
も
っ
た

こ
と
、
中
洲
が
栄
一
の
前
室
、
す
な
わ
ち
亡
き
夫
人
（
戒
名
宝
光
院
・
俗
名
千

代
）
の
た
め
に
碑
文
を
撰
し
た
こ
と
、
栄
一
が
一
九
一
〇
年
か
ら
「
財
団
法
人

二
松
義
会
」
の
顧
問
、
そ
し
て
中
洲
逝
去
直
後
の
一
九
一
九
年
六
月
か
ら
「
財

団
法
人
二
松
学
舎
」
の
舎
長
に
就
任
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
二
人
の
協
力
で
生
み
出
し
、
し
か
も
後
世
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

も
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
論
語
と
算
盤
」
と
い
う
「
道
徳
経
済
合
一
」
論
を

渋沢栄一の古希を祝う小山正太郎の絵画（1909）
渋沢史料館提供
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象
徴
す
る
重
要
な
メ
タ
フ
ァ
ー
で
す
。

中
洲
は
早
く
も
一
八
八
六
年
東
京
学
士
会
院
で
「
義
利
合
一
論
」
を
発
表

し
、
宋
学
の
影
響
で
利
を
説
く
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
世
の
中
の
因
習
的
傾
向

に
異
を
唱
え
、
古
代
の
中
国
で
は
義
利
合
一
の
説
が
あ
っ
た
の
で
、
宋
以
降
の

利
の
扱
い
方
は
冤
罪
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。
こ
の
中
洲
の
所
論
の
重
要
さ

に
つ
い
て
、
阪
大
で
懐
徳
堂
の
朱
子
学
に
関
す
る
博
論
を
書
い
た
私
に
と
っ
て

よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
天
下
の
台
所
と
い
わ
れ
る
近
世
大
坂
に
置
か
れ
、
町
人

学
校
の
性
格
も
有
す
る
懐
徳
堂
の
学
者
た
ち
が
直
面
す
る
重
要
課
題
の
一
つ
は

ほ
か
で
も
な
く
、
い
か
に
日
常
の
商
売
に
よ
る
利
得
を
正
当
化
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
五
井
蘭
洲
や
中
井
竹
山
な
ど
は
、
結
局
、
易
經
に
お
け

る
「
義
者
、
利
之
和
」
と
い
う
論
理
を
持
ち
出
し
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
、
中
洲
と
同
じ
よ
う
に
古
代
儒
教
に
す
で
に
あ
っ
た
義
利

合
一
の
説
を
根
拠
に
自
説
を
展
開
し
た
の
で
す
。

栄
一
も
少
年
時
代
か
ら
『
論
語
』、『
孟
子
』
な
ど
を
読
ん
で
い
ま
し
た
し
、
し
か
も
自
ら
の
経
営
活
動
の
体
験
か
ら
こ
の
義
利
の
問
題
に
つ
い

て
中
洲
と
意
気
投
合
し
て
、
認
識
の
一
致
を
見
た
の
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
論
語
と
算
盤
」
説
の
最
終
的
形
成
は
、
一
九
〇
九
年
栄
一
の

古
希
記
念
と
い
う
契
機
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
年
、
小
山
正
太
郎
と
い
う
画
家
が
揮
毫
さ
れ
た
古
希
祝
賀
の
色
紙
に
は
、
四
つ
の

物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
積
ん
で
い
る
四
冊
の
本
は
『
論
語
』
で
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
算
盤
が
あ
り
、
パ
リ
万
博
の
時
に
被
っ
た
紳
士
帽
が
あ
り
、

武
士
の
身
分
を
象
徴
す
る
刀
も
あ
り
ま
す
。
栄
一
は
も
と
も
と
農
家
の
生
ま
れ
で
す
が
、
幕
末
に
最
後
の
将
軍
慶
喜
か
ら
財
政
の
手
腕
を
買
わ
れ

て
、
武
士
の
身
分
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
色
紙
に
、「
論
語
を
礎
と
し
て
商
事
を
営
み
、
算
盤
を
執
て
士
道
を
説
く
。
非
常
の
人
、
非
常
の
事
、

非
常
の
功
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
絵
は
、
後
の
「
論
語
と
算
盤
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
の
原
型
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

卒寿を迎える渋沢栄一が書いた七絶詩（1929 年）
渋沢史料館提供
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絵
に
感
興
を
覚
え
た
中
洲
は
、「
題
論
語
算
盤
図
賀
澁
澤
男
古
稀
」
の
一
文
を
書
き
、「
道
徳
経
済
合
一
」
論
を
象
徴
す
る
「
論
語
算
盤
」
説
が
こ

れ
で
確
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ま
や
、
栄
一
の
『
論
語
と
算
盤
』
は
現
代
日
本
語
訳
・
現
代
中
国
語
訳
を
は
じ
め
多
く
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
世
界
中
に
広
が
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
一
般
の
人
々
に
愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
私
は
、
中
洲
の
「
義
理
合
一
論
」
と
栄
一
の
「
論
語
と
算
盤
」
説
を
単
な
る
儒
教
由
来
の
古
典
的
テ
ー
マ
の
現
代
版
と
狭
く
受
け
止
め

た
く
は
な
い
、
む
し
ろ
、
人
間
の
営
み
に
お
け
る
物
心
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
問
題
と
し
て
理
解
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。
人
間
は
、
誰
で
も

物
質
の
利
益
を
追
求
す
る
欲
望
も
あ
れ
ば
、
人
生
の
意
義
を
追
求
す
る
願
望
も
あ
る
、
そ
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
多
か
れ
少
な
か
れ
持
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら
、
た
だ
経
済
人
・
実
業
家
に
限
ら
ず
、
個
々
の
人
、
全
て
の
人
が
、
次
元
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
利
と
義
の
ど
ち
ら
を
優

先
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
に
出
会
う
場
合
、
選
択
を
迫
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
洲
は
自
撰
の
碑
銘
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ

き
回
答
を
出
し
て
い
ま
す
。「
毅
（
中
洲
の
本
名
）、
人
ト
為
リ
、
野
朴
ニ
シ
テ
修
飾
ヲ
喜
バ
ズ
、
孔
学
ヲ
奉
シ
、
古
今
諸
家
ヲ
折
衷
シ
、
最
モ
姚

江
（
王
陽
明
を
指
す
）
ヲ
好
ム
、
徒
ニ
授
ク
ル
ニ
ハ
、
常
ニ
義
利
合
一
説
ヲ
唱
ヘ
、
義
ニ
臨
ン
デ
一
歩
ヲ
進
メ
、
利
ニ
臨
ン
デ
一
歩
ヲ
退
ケ
バ
、

始
テ
能
ク
合
一
ス
」
と
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
く
取
れ
た
姿
勢
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

実
は
、「
論
語
算
盤
」
説
が
形
成
さ
れ
た
明
治
末
期
に
、
帰
一
協
会
と
い
う
思
想
宗
教
間
の
対
話
団
体
も
栄
一
の
尽
力
で
出
来
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
成
瀬
仁
蔵
・
井
上
哲
次
郎
・
姉
崎
正
治
な
ど
の
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
同
志
社
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
な
ど
も
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

が
ど
ん
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
言
い
ま
す
と
、「
帰
一
協
会
意
見
書
」
を
見
れ
ば
よ
く
分
か
り
ま
す
。
人
類
の
学
術
や
文
明

は
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
が
、
諸
宗
教
や
思
想
の
共
通
点
を
ど
う
や
っ
て
見
出
す
か
、
い
ま
だ
に
未
解
決
の
課
題
で
す
。
た
だ
「
人
類
の

文
明
は
、
今
後
或
る
点
に
於
て
帰
一
の
針
路
を
執
る
に
至
る
べ
し
」
と
い
う
よ
う
な
展
望
と
想
定
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
現
在
に
も
通
じ
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
倫
理
問
題
を
無
視
し
て
過
度
な
経
済
発
展
と
技
術
進
歩
を
追
及
す
る
こ
と
は

危
険
で
あ
り
、
現
に
地
球
環
境
を
破
壊
し
、
人
類
自
身
の
存
立
地
盤
を
脅
か
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
経
済
発
展
の
利
益
と
環
境
保
護
の
義
理
の
ど

ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
も
は
や
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
最
近
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
の
気
候
変
動
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枠
組
条
約
締
約
国
会
議
で
形
成
さ
れ
た
初
歩
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
も
分
か
る
の
で
す
。

時
間
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
わ
た
く
し
の
報
告
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
質
疑
応
答
】

問
１　

な
ぜ
、
三
島
中
洲
に
興
味
を
抱
か
れ
た
の
で
す
か
。

答
１�　

私
が
上
海
の
復
旦
大
学
で
書
い
た
修
士
論
文
は
、
上
海
・
長
崎
・
横
浜
な
ど
を
中
心
に
幕
末
の
日
英
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
す
。
阪
大

の
博
士
課
程
に
入
っ
た
時
、
ひ
き
つ
づ
き
外
交
史
を
や
る
場
合
、
つ
ね
に
東
京
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
無
理
だ
と
自
覚
し
ま
し

た
。
従
っ
て
、
史
料
の
現
地
調
達
と
い
う
考
え
方
で
、
大
阪
大
学
図
書
館
所
蔵
の
懐
徳
堂
文
庫
を
使
っ
て
学
位
論
文
を
書
き
ま
し
た
。
懐
徳

堂
は
、
二
松
学
舎
の
よ
う
な
漢
学
塾
で
、
江
戸
時
代
に
長
く
存
続
し
、
大
正
期
に
復
活
さ
れ
て
終
戦
ま
で
続
き
ま
し
た
。
現
在
、
福
沢
諭
吉

を
生
ん
だ
蘭
学
の
適
塾
と
と
も
に
阪
大
の
ル
ー
ツ
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
世
懐
徳
堂
に
関
す
る
学
位
論
文
を
書
い
た
た
め
、
近
代
の
漢

学
塾
や
漢
学
者
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
八
年
前
、『
明
治
の
漢
学
者
と
中
国
』
と
い
う
研
究
書
を
出
し
ま
し
た
。

　
　

�　

し
か
も
、
い
ま
勤
め
て
い
る
関
西
大
学
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
泊
園
書
院
は
二
松
学
舎
と
並
ん
で
は
近
代
の
二
大
漢
学
塾
だ
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
期
の
末
ま
で
、
西
の
泊
園
書
院
が
約
五
千
人
の
生
徒
を
輩
出
し
た
の
に
対
し
て
、
東
の
二
松
学
舎
は
七
千
人
だ

と
、
も
っ
と
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
盛
況
と
比
べ
て
漢
学
の
全
体
が
凋
落
し
て
い
る
明
治
期
に
お
い
て
は
、
漢
学
界
に
咲
い
た

二
つ
の
大
き
な
華
で
し
た
。

問
２�　

日
本
は
韓
国
や
中
国
か
ら
の
文
化
的
影
響
を
受
け
て
き
た
の
で
、
思
想
的
に
は
基
盤
を
同
じ
く
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
中
国
は
マ
ル
ク

ス
主
義
へ
流
れ
、
日
本
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

答
２�　

中
国
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
日
本
を
経
由
し
て
入
っ
た
も
の
で
す
。
明
治
末
期
、
片
山
潜
や
幸
徳
秋
水
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
中
国
人
留
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学
生
が
、
そ
の
学
説
を
翻
訳
し
て
祖
国
へ
持
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正
時
代
の
河
上
肇
も
、
同
時
代
中
国
の
社
会
主
義
者
た
ち
の
な

か
で
た
い
へ
ん
な
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
　

�　

中
国
人
は
最
初
、
主
と
し
て
日
本
人
の
著
作
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
を
理
解
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
末
期
か
ら
、
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
支
部
で
も
あ
る
中
国
共
産
党
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
推
賞
し
た
『
ソ
連
共
産
党
（
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
）
歴
史
小
教
程
』
を
通
じ
て
マ
ル

ク
ス
主
義
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
外
来
の
影
響
の
ほ
か
に
、
中
国
史
上
に
形
成
さ
れ
た
伝
統
的
思
惟
傾
向
も
そ
の
理
解

に
影
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
度
重
な
る
王
朝
更
替
を
正
当
化
す
る
造
反
有
理
の
理
屈
で
す
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
貧
富
の
格
差
や
人

間
の
疎
外
化
と
い
っ
た
問
題
を
生
み
出
す
資
本
主
義
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
見
事
に
捉
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
視
角
は
基
本
的
に
被
支
配
者
側
に

立
つ
も
の
で
す
。
中
国
史
上
に
頻
発
す
る
農
民
蜂
起
の
論
理
と
う
ま
く
合
致
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
激
動
す
る
近
現
代
中
国
で
受
け
入
れ

や
す
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
か
と
い
っ
て
す
べ
て
の
中
国
人
が
そ
れ
に
賛
成
す
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
が
周
知
の
と
お
り
で
、
と
く
に

改
革
開
放
後
の
中
国
で
は
、
そ
の
正
当
性
に
対
す
る
信
仰
が
次
第
に
薄
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。




